
〠140－8715  品川区広町2－1－36　 代表番号  ☎3777－1111 広報広聴課 ☎5742－6644　Fax5742－6870  http://www.city.shinagawa.tokyo.jp/

広　報

平成26年（2014）
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品川区史刊行記念シンポジウム
8月21日 木 午後6時30分～  ◉当日、直接会場へ
会場◉スクエア荏原（武蔵小山商店街を通り抜けてすぐ）

パネル・ディスカッション

「品川区史に探る、しながわのおもしろさ」
パネラー◉坂詰秀一　区史編さん委員会委員長（立正大学名誉教授）
　　　　　竹内　誠　江戸東京博物館館長
　　　　　鳥山　玲　日本画家（品川区在住）
　　　　　堀江新三　旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会会長　〈敬称略、50音順〉
■入場者全員に記念グッズをプレゼント！
■当日のみ、刊行記念特別価格で先行販売します。
※書店や区施設などでの販売は22日（金）からになります。

A4判／約400ページ／オールカラー
データ・映像のDVDディスク2枚つき
価格：4,500円（税込）

◉構成――――――――――――――――――――――――――――――――

第Ⅰ部　しながわのあゆみ（品川区通史）
序章は、明治から終戦までの「近代のしながわ」を象徴する９つのテー
マで構成。第１章から第３章では、品川区誕生から現在までの区と区
民生活のあゆみを伝えます。第４章は「つながる」「あきなう」「つく
る」――をキーワードに、いまのしながわを活写！

第Ⅱ部　しながわのまち　地域のあゆみとすがた
品川・大崎・大井・荏原・八潮の各地区を、それぞれの地区の歴史と
そこに住む人たちの生活の変遷を軸に構成。地区ごとの特徴が一目で
わかるテーマを抽出しました。

特論……特に時代を超えて品川区域に関わるテーマを、全体にちり
ばめました。

写真・図版約1000点を掲載！
区民生活やまちの変遷、区政のトピックス、地域のイベントなど、目で見る区史と
しても楽しめます。遺跡の位置や大名屋敷のあった場所、古道といまの道、実際に
戦火に遭った場所……〈しながわならでは〉の地図も満載。

 新しい品川区史

品川区史2014
歴史と未来をつなぐまち  しながわ

8月22日刊行
しながわの歴史はもちろん、区内各地域のあゆみと特色、
そこに生きる人たちの姿をまとめた、新しい品川区史を刊行します。
“見て”“読んで”“調べて”楽しめる区史になりました。

問い合わせ／品川区総務課☎5742－6625

品川区史
特集号

詳しくは、品川区ホームページの、トップページ ＞ 品川区に関する資料 ＞ 品川区の刊行物 ＞ 「品川区史2014」をご覧ください。



古代・中世・近世の歴史と新しい研究成果は各地区の歴史のなかで紹介

地域ごとに特色のあるテーマをセレクト
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第
Ⅱ
部
◉
し
な
が
わ
の
ま
ち　

地
域
の
あ
ゆ
み
と
す
が
た 

―
―
―
―
―

351

４
◉
荏
原
地
区 

―
―
―
―
―

５
坪
（
約
１
万
２
３
０
７
㎡
）
を
幕
府
に
返
上
し
た
（
図
の
破
線

よ
り
南
東
の
部
分
）。
そ
れ
で
も
残
っ
た
２
万
９
５
７
９
・
５
坪

（
約
９
万
７
６
１
３
㎡
）
の
下
屋
敷
は
、
北
は
文
庫
の
森
か
ら
南

は
旧
荏
原
第
四
中
学
校
ま
で
が
入
る
広
さ
が
あ
っ
た
。
熊
本
藩
は

文
化
３
（
１
８
０
６
）
年
に
こ
の
屋
敷
を
手
放
し
、
幕
末
に
は
伊

予
国
松
山
藩
の
下
屋
敷
と
な
っ
て
い
た
。

　
　

戸
越
農
園
と
三
井
別
邸

　　

明
治
に
な
り
、
か
つ
て
の
戸
越
下
屋
敷
の
土
地
は
人
の
手
を
経

た
の
ち
、
明
治
26
（
１
８
９
３
）
年
頃
、
大
部
分
が
三
井
財
閥
の

所
有
に
な
っ
た
。
三
井
は
そ
こ
に
農
園
を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
花か

卉き

・
果
実
の
栽
培
・
品
種
改
良
を
行
っ
た
（
35
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

さ
ら
に
敷
地
内
に
外
交
人
接
待
用
の
別
邸
が
建
設
さ
れ
た
。
現

在
の
「
文
庫
の
森
」
公
園
の
北
東
（
三
井
坂
を
上
っ
た
と
こ
ろ
）

を
正
門
に
、
池
に
面
し
て
和
風
の
木
造
平
屋
建
て
の
別
邸
と
能
楽

堂
が
建
て
ら
れ
、
大
正
７
（
１
９
１
８
）
年
に
三
井
家
の
史
料
を

収
集
し
た
三
井
文
庫
が
敷
地
内
に
開
設
さ
れ
た
。
別
邸
・
農
園
・

三
井
文
庫
と
、
三
井
家
・
三
井
財
閥
に
と
っ
て
、
か
つ
て
の
大
名

下
屋
敷
と
同
じ
よ
う
な
機
能
を
、
こ
の
地
は
持
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
関
東
大
震
災
前
後
か
ら
の
荏
原
地
区
の
急
激
な
都
市

化
に
よ
り
、
戸
越
下
屋
敷
以
来
の
区
画
を
ほ
ぼ
保
っ
た
こ
の
地
は
、

大
き
く
変
貌
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

戸
越
公
園
の
開
園

　

昭
和
初
年
、
都
市
計
画
道
路
が
敷
地
内
を
２
本
通
る
と
い
う
計

画
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
本
は
敷
地
の
南
西
を
通
過
す
る
現
在

三井別邸正門（昭和８年）提供＝三井文庫　

の
補
助
26
号
線
で
あ
り
、
も
う
一
本
は
敷
地
の
西
端
を
通
る
予
定

で
あ
っ
た
、
補
助
29
号
線
の
原
形
と
も
い
う
べ
き
道
路
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
機
に
三
井
財
閥
は
こ
の
地
の
利
用
方
法
の
見
直
し
を
行

い
、
戸
越
農
園
を
玉
川
用
賀
町
（
現
在
の
世
田
谷
区
用
賀
）
に
移

転
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
（
昭
和
９
年
移
転
）。
昭
和
７
年
９
月
、

別
邸
の
南
側
を
小
学
校
用
地
・
公
園
用
地
と
し
て
荏
原
郡
荏
原
町

に
寄
付
し
、
昭
和
７
年
10
月
、
東
京
市
域
拡
張
に
よ
り
荏
原
町
は

東
京
市
荏
原
区
と
な
り
、
小
学
校
用
地
に
は
昭
和
９
年
戸
越
尋
常

小
学
校
が
開
校
。
公
園
用
地
は
、
昭
和
10
年
３
月
24
日
東
京
市
立

戸
越
公
園
と
な
っ
た
。
公
園
の
中
心
に
あ
る
池
は
、
戸
越
公
園
と

三
井
別
邸
の
間
の
道
の
敷
設
、
戸
越
尋
常
小
学
校
の
建
設
に
よ
り

形
は
多
少
変
わ
っ
た
が
、
細
川
家
が
下
屋
敷
を
構
え
て
以
来
の
も

の
で
あ
っ
た
。

　

三
井
は
、
同
時
に
別
邸
の
一
部
を
宅
地
と
し
て
分
譲
し
た
。
ゆ

た
か
図
書
館
、
ゆ
た
か
保
育
園
・
ゆ
た
か
児
童
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
、

現
在
の
豊
町
一
丁
目
11
番
か
ら
18
番
、
豊
町
二
丁
目
２
番
か
ら
５

番
は
こ
の
時
分
譲
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
街
区
の
北
東
を
通

る
道
路
が
、
戸
越
農
園
・
三
井
別
邸
、
さ
ら
に
は
戸
越
下
屋
敷
と

外
部
を
隔
て
る
道
に
あ
た
る
。

　

戦
中
の
戸
越
公
園
に
は
忠
魂
碑
や
大
砲
の
弾
丸
が
置
か
れ
、
食

糧
事
情
が
厳
し
く
な
る
と
広
場
は
野
菜
畑
と
な
っ
た
。
地
域
の
人

た
ち
は
公
園
を
「
ヤ
マ
」
と
呼
ん
で
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

住
宅
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
そ
の
公
園
一
帯
だ
け
樹
木
が
茂
っ
て
い

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
昭
和
20
年
５
月
24
・
25
日
と
、
東
京
市
街
地

は
大
規
模
な
空
襲
に
遭
い
、
荏
原
区
に
も
大
き
な
被
害
が
出
た
。

そ
の
際
、
戸
越
公
園
付
近
の
人
は
「
ヤ
マ
に
逃
げ
て
助
か
っ
た
」

と
、
そ
の
時
の
体
験
を
語
り
継
い
で
い
る
。
こ
の
空
襲
で
大
き
な

被
害
が
出
る
な
か
、
戸
越
公
園
・
戸
越
国
民
学
校
・
三
井
別
邸

（
三
井
文
庫
）
の
一
角
は
戦
火
を
免
れ
た
。

熊本藩細川家
戸越下屋敷模型

文庫の森

ゆたか図書館
ゆたか保育園
ゆたか児童センター

戸越小学校

戸越体育館

戸越公園

大崎高校

戸越
公園
駅

四間通り

旧荏原第四中学校

豊町一丁目

豊町二丁目

豊町三丁目

東急
大井
町線

補助26号線

三
井
坂

大崎高校

　
　

ま
ち
の
中
に
あ
る
緑

　

品
川
区
内
の
航
空
写
真
を
見
る
と
、
そ
の
中
央
に
樹
木
で
囲
ま

れ
た
場
所
が
あ
る
。
広
さ
１
万
８
２
５
５
㎡
の
戸
越
公
園
で
あ
る
。

戦
後
ま
も
な
い
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
、
戸
越
公
園
は
区
内
の

公
園
全
面
積
の
４
割
以
上
を
占
め
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
60
年
以
上

経
ち
、
多
く
の
公
園
が
つ
く
ら
れ
、
人
々
の
憩
い
の
場
、
そ
し
て

緑
が
格
段
に
増
え
た
も
の
の
、
戸
越
公
園
の
緑
は
地
域
の
貴
重
な

財
産
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
歴
史
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

戸
越
公
園
は
大
名
下
屋
敷
に
由
来
す
る
。
寛
文
２
（
１
６
６

２
）
年
に
肥
後
国
熊
本
藩
の
分
家
、
細
川
利
重
が
こ
の
地
に
屋
敷

を
拝
領
し
、
の
ち
に
、
本
家
の
肥
後
国
熊
本
藩
の
下
屋
敷
と
な
る

（
53
ペ
ー
ジ
参
照
）。
そ
の
後
、
西
側
の
土
地
を
戸
越
村
、
中
延
村
、

下
蛇
窪
村
の
３
か
村
か
ら
抱
え
上
げ
、
10
万
坪
（
約
33
万
㎡
）
近

い
壮
大
な
屋
敷
と
な
る
が
、
完
成
か
ら
約
11
年
で
そ
の
部
分
は

村
々
に
返
さ
れ
、
３
万
３
３
０
９
坪
（
約
10
万
９
９
２
０
㎡
）
と
、

ほ
ぼ
当
初
の
大
き
さ
と
な
っ
た
。
品
川
歴
史
館
に
展
示
さ
れ
て
い

る
熊
本
藩
細
川
家
戸
越
下
屋
敷
の
模
型
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
土

地
の
う
ち
幕
府
か
ら
の
拝
領
地
は
７
２
０
０
坪
（
２
万
３
７
６
０

㎡
）
で
、
残
り
の
２
万
６
１
０
９
坪
（
約
８
万
６
１
６
０
㎡
）
は

戸
越
村
・
下
蛇
窪
村
の
土
地
を
借
り
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
下
屋
敷
は
宝
暦
８
（
１
７
５
８
）
年
に
南
側
３
７
２
９
・

大
名
屋
敷
か
ら
庭
園
に
―
―
戸
越
公
園
の
歴
史

寛文２年拝領時の戸越下屋敷の範囲

上空から見た戸越公園付近（平成20年）

路傍の「三井坂」銘（平成26年）
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第
Ⅱ
部
◉
し
な
が
わ
の
ま
ち　

地
域
の
あ
ゆ
み
と
す
が
た 
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―
―
―
―

323

３
◉
大
井
地
区 

―
―
―
―
―

　

中
世
の
大
井
は
、
多
摩
川
左
岸
の
六
郷
保
（
大
田
区
）
か
ら
立

会
川
の
流
域
、
最
上
流
部
の
碑
文
谷
ま
で
、
現
在
の
大
田
区
・
目

黒
区
の
一
部
を
含
む
広
大
な
領
域
で
あ
っ
た
。
在
地
領
主
で
あ
る

大
井
氏
は
多
摩
川
左
岸
か
ら
立
会
川
流
域
の
大
井
郷
を
、
品
河
氏

が
目
黒
川
（
中
世
で
は
品
川
）
の
下
流
域
の
品
川
郷
を
そ
れ
ぞ
れ

本ほ
ん

貫が
ん

地ち

と
し
た
。
大
井
の
地
は
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、

品
川
の
歴
史
的
な
出
発
点
で
も
あ
っ
た
。

　
　

大
井
氏
と
品
河
氏
の
活
躍

　

大
井
氏
と
品
河
氏
は
、
鎌
倉
殿
源
頼
朝
の
御
家
人
と
し
て
大
い

に
活
躍
し
た
鎌
倉
武
士
で
あ
っ
た
。

　

鎌
倉
幕
府
が
編
さ
ん
し
た
『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
寿
永
３
（
１
１

８
４
）
年
か
ら
建
久
６
（
１
１
９
５
）
年
に
か
け
て
の
大
井
氏
と

品
河
氏
の
活
躍
ぶ
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。
大
井
氏
の
系
譜
は
、

『
薩
摩
大
井
文
書
』
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　

11
世
紀
末
か
ら
12
世
紀
に
か
け
て
関
東
地
方
に
は
、
豊
島
氏
・

葛
西
氏
な
ど
桓
武
平
氏
系
の
武
士
団
が
台
頭
し
て
い
た
。
そ
の
多

く
は
古
く
か
ら
関
東
に
土
着
し
た
武
士
で
あ
っ
た
が
、
多
摩
川
流

域
に
土
着
し
た
大
井
一
族
は
、
紀
氏
の
系
譜
に
連
な
る
武
士
で
あ

っ
た
。
最
近
の
研
究
で
は
、
単
な
る
在
地
領
主
で
は
な
く
、
京
都

と
の
関
係
が
強
い
京
武
者
と
も
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
武

士
団
は
、
12
世
紀
に
国こ
く

衙が

の
役
所
に
関
わ
る
官
人
と
し
て
派
遣
さ

れ
て
、
そ
の
後
東
国
に
根
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

大
井
氏
・
品
河
氏
と
も
、
頼
朝
の
家
来
と
し
て
源
氏
と
平
氏
を

中
心
に
戦
わ
れ
た
治じ
し
ょ
う承
・
寿じ
ゅ
え
い永
の
内
乱
で
、
大
井
実
春
を
中
心
に

活
躍
を
し
た
。

　

建
治
元
（
１
２
７
５
）
年
に
は
、
京
都
六
条
八
幡
宮
（
若
宮
八

幡
宮　

京
都
市
）
の
造
営
に
対
し
、「
大
井
人
々
」「
品
河
人
々
」

三ツ又地蔵 『吾妻鏡』

と
し
て
造
営
料
を
負
担
す
る
ま
で
に
そ
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る

（「
六
条
八
幡
宮
造
営
用
途
注
文
」）。
大
井
実
直
を
祖
と
す
る
大
井
一

族
は
、
大
井
、
品
河
、
春
日
部
、
潮
田
、
堤
の
各
氏
に
分
か
れ
て

関
東
に
足
場
を
築
い
た
。
大
井
氏
が
、
呑の
み
か
わ川
下
流
域
の
大
杜
・
永

富
両
郷
（
大
田
区
）
の
地
頭
職
を
得
た
こ
と
を
は
じ
め
と
し
、
春

日
部
氏
は
利
根
川
流
域
、
潮
田
氏
は
鶴
見
川
河
口
、
堤
氏
が
呑
川

中
流
域
な
ど
い
ず
れ
も
海
運
・
水
運
の
要
衝
を
押
さ
え
て
い
た
。

　

大
井
実
直
の
長
男
で
あ
る
実
重
は
、
渋
谷
光
重
に
養
子
入
り
し

た
と
さ
れ
、
次
男
で
あ
る
実
春
が
大
井
氏
を
継
ぎ
大
井
の
地
を
開

い
た
の
で
あ
る
。
実
春
ら
は
、
幕
府
重
臣
の
大
江
広
元
と
も
関
わ

り
が
深
く
、
源
義
経
が
検
非
違
使
と
し
て
京
へ
上
る
際
に
も
追
従

す
る
な
ど
多
く
の
働
き
を
し
て
い
る
（『
大
夫
尉
義
経
畏
申
記
』）。

　

品
川
と
い
う
地
名
が
初
め
て
史
料
に
出
て
く
る
の
は
、
元
暦
元

（
１
１
８
４
）
年
に
頼
朝
が
品
河
清
実
に
、
品
川
郷
の
雑
公
事
と

い
う
税
を
免
除
し
た
文
書
に
お
い
て
で
あ
っ
た
（『
田
代
文
書
』）。

　

古
代
の
大
井
に
は
、『
倭
名
類
聚
鈔
』
に
あ
る
駅
え
き
か（
う
ま
や
）
家
郷
に
属

す
大
井
駅
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
大
井
の
地
を
古
代
の
東
海
道
が

縦
断
し
て
い
た
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
発
掘
調
査
も
な
く
詳
ら
か

で
は
な
い
。
鎌
倉
以
前
の
段
階
か
ら
、
西
国
と
東
国
を
結
ぶ
交
通

上
・
軍
事
上
の
要
所
で
あ
っ
た
大
井
が
、
多
く
の
武
士
が
行
き
交

い
し
の
ぎ
を
削
る
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
　

鎌
倉
古
道
の
寺
社

　

品
川
の
歴
史
的
な
発
展
の
も
と
は
大
井
に
あ
っ
て
、
鎌
倉
道
沿

い
の
要
所
に
大
井
氏
・
品
河
氏
の
居
館
が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
大
井
を
流
れ
る
立
会
川
沿
い
に
は
、
鎌
倉
古
道

と
呼
ば
れ
る
道
が
あ
り
、
古
く
か
ら
の
寺
院
が
点
在
し
て
い
る
。

大
井
の
一
角
に
厚
い
信
仰
を
集
め
る
三
ツ
又
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い

　
　

鎌
倉
時
代
に
品
川
宿
が
あ
っ
た
！

『
曽
我
物
語
』
は
、
曽
我
兄
弟
の
仇
討
ち
の
物
語
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
物
語
は
諸
国
を
め
ぐ
る
修
験
者
な
ど
の
宗
教
者
が

各
地
に
語
り
伝
え
た
と
さ
れ
る
。
漢
字
で
書
か
れ
た
真
名
本
の

『
曽
我
物
語
』
は
、
古
く
か
ら
の
物
語
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

が
、
な
か
で
も
妙
本
寺
本
が
最
も
古
い
『
曽
我
物
語
』
で
あ
る
。

そ
こ
に
品
川
宿
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
建
久
４

（
１
１
９
３
）
年
、
源
頼
朝
が
富
士
の
裾
野
で
の
巻
狩
へ
向
か
う

道
す
が
ら
品
川
宿
を
訪
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
後
代
の
作

で
は
あ
る
が
下
総
千
葉
氏
の
妙
み
ょ
う

見け
ん

信
仰
を
伝
え
る
「
千
葉
妙
見
大

縁
起
絵
巻
」（
千
葉
県
千
葉
市
栄
福
寺
蔵
）
に
も
、
建
治
元
（
１

２
７
５
）
年
の
条
に
品
川
宿
の
名
が
登
場
す
る
。
鎌
倉
時
代
の
品

川
宿
と
は
ど
こ
に
あ
っ
た
も
の
か
興
味
を
ひ
く
。
そ
れ
は
宿
泊
施

設
を
中
心
と
し
た
近
世
の
品
川
宿
と
は
異
な
り
、
在
地
領
主
の
支

配
下
で
、
そ
の
居
館
の
周
辺
に
形
成
さ
れ
た
町
場
で
あ
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
品
川
の
地
を
開
発
し
た
の
は
、

大
井
氏
と
そ
の
流
れ
を
く
む
品
河
氏
で
あ
っ
た
。
す
で
に
こ
の
時

代
、
大
井
郷
を
拠
点
に
し
た
町
の
形
成
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
中
世
の
大
井
の
領
域
は
、
現
在
で
は
想
像
が
で
き
な
い

ほ
ど
広
大
な
地
域
を
占
め
て
い
た
。

　

立
会
川
を
水
源
の
近
く
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
た
地
に
天
台
宗
の
円

中
世
の
大
井
と
大
井
氏
ゆ
か
り
の
地

立会川の水源・碑文谷池

立会川の水源・清水池

『江戸名所図会』に描かれた碑文谷法華寺

融
寺
（
目
黒
区
）
が
あ
る
。
も
と
法
華
寺
と
い
う
中
世
に
さ
か
の

ぼ
る
日
蓮
宗
寺
院
で
、
品
川
の
寺
院
と
も
関
わ
り
が
深
い
古
刹
で

あ
る
。

　

中
世
品
川
を
法
華
布
教
の
足
場
と
し
た
僧
侶
・
日に
ち

什じ
ゅ
うの
行
状
を

綴
っ
た
『
門
徒
古
事
』
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
そ
の
明
徳
２
（
１

３
９
１
）
年
の
条
に
、
法
華
寺
の
御
堂
の
建
設
に
あ
た
り
大
井
郷

の
人
々
に
勧
進
し
て
寄
付
を
募
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
円
融
寺
の
仁
王
門
に
は
永
禄
２
（
１
５
５
９
）
年
に
造

立
さ
れ
た
金
剛
力
士
像
が
あ
り
、
東
京
都
の
指
定
文
化
財
に
な
っ

て
い
る
。
像
内
に
納
め
ら
れ
た
木
札
の
墨
書
銘
に
は
「
武
州
荏
原

大
井
之
内
碑
文
谷
村
妙
光
山
法
華
寺
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
戦
国

時
代
に
入
っ
て
も
碑
文
谷
（
目
黒
区
）
が
大
井
郷
の
領
域
に
属
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

円融寺仁王門（目黒区指定有形文化財）



現在の地域のすがたも伝えます

テーマ別の特論も充実
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羽
田
沖
で
ア
ナ
ゴ
は
と
れ
な
く
な
り
、
ス
ズ
キ
漁
は
も
っ
ぱ
ら
、

岸
壁
近
く
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
京
浜
運
河
に

建
つ
高
速
道
路
の
橋
脚
を
包
む
よ
う
に
網
を
打
っ
て
魚
を
と
っ
て

い
る
。
ま
た
、
か
つ
て
は
い
な
か
っ
た
シ
ジ
ミ
が
と
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
ま
た
夜
間
で
は
な
く
、
昼
間
に
漁
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
魚
の
流
通
の
変
化
も
、
漁
業
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

ま
ち
の
鮮
魚
店
が
激
減
し
、
魚
は
も
っ
ぱ
ら
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
買
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
漁
業
者
↓
漁
港
（
魚
市
場
）
↓

卸
売
り
↓
鮮
魚
店
と
い
う
経
路
が
き
わ
め
て
細
く
な
り
、
商
社
等

を
通
じ
て
輸
入
し
た
魚
が
、
魚
市
場
・
卸
売
り
を
通
さ
ず
、
直
接

店
頭
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
養
殖
技
術
の
進
歩
・
輸
入

さ
れ
る
魚
の
多
様
化
に
よ
り
、
高
級
魚
の
幅
も
広
が
っ
た
。
そ
の

た
め
ス
ズ
キ
を
築
地
市
場
に
持
っ
て
行
っ
て
も
、
か
つ
て
の
よ
う

な
値
段
は
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

漁
船
を
持
ち
漁
協
に
加
入
し
て
い
る
漁
業
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、

屋
形
船
・
遊
漁
船
を
持
ち
、
そ
ち
ら
の
収
入
の
ほ
う
が
格
段
に
多

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
漁
に
出
る
の
も
、「
ほ
か
に
予
定
が
な
く

て
、
獲
れ
そ
う
な
日
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　

そ
れ
で
も
海
に
こ
だ
わ
る

　

洲
崎
で
漁
業
を
行
い
、
そ
し
て
遊
漁
船
と
屋
形
船
を
持
つ
三
河

屋
の
山
田
和
美
氏
は
、
若
い
頃
か
ら
父
と
漁
に
出
て
お
り
、
現
在

も
ス
ズ
キ
漁
を
行
っ
て
い
る
。

「
な
ぜ
、
い
ま
で
も
漁
を
続
け
る
の
か
」。
そ
の
問
い
に
「
先
祖

代
々
や
っ
て
き
た
こ
と
だ
し
、
子
ど
も
の
時
か
ら
船
に
乗
り
、
漁

が
好
き
だ
か
ら
」
と
、
少
し
考
え
な
が
ら
答
え
て
い
た
だ
い
た
。

あ
ま
り
に
当
た
り
前
の
こ
と
を
聞
か
れ
て
、
少
し
戸
惑
っ
た
様
子

で
あ
っ
た
。

　

洲
崎
で
い
ま
で
も
海
に
関
わ
る
人
た
ち
に
は
、
海
は
子
ど
も
の

と
き
か
ら
の
遊
び
場
で
あ
り
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
船
に
乗
っ
て

い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
操
船
も
漁
も
、
あ
う
ん
の
呼

吸
で
身
に
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、
度
胸
が
良
く
て
荒
っ
ぽ
い
と
自

他
と
も
に
認
め
る
気
質
と
と
も
に
、
い
わ
ば
血
肉
化
し
て
い
る
。

そ
れ
は
現
在
で
も
次
の
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
と
い
う
。

　

荏
原
神
社
の
天
王
祭
で
行
わ
れ
る
神
輿
海
中
渡
御
で
み
ら
れ
る

見
事
な
操
船
。
年
配
の
方
か
ら
は
「
昔
の
祭
り
は
…
…
」
と
い
う

声
も
聞
か
れ
る
も
の
の
、
洲
崎
の
人
た
ち
が
海
に
関
わ
り
続
け
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
神
輿
海
中
渡
御
は
次
の
世
代
に
も
引
き
継
が
れ

て
い
く
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
寺
門
雄
一
〕

旧目黒川河口の船だまり（平成26年）

芝漁業協同組合が受託している羽田空港沖合の漁場調査。
同組合には品川区の漁業者も加入（平成26年）

荏原神社例大祭の神輿海中渡御
洲崎橋付近を出発し、目黒川を下る
神輿（上）と、舟の舳先に立つ猿田
彦命（天狗面）（平成25年）

　
　

漁
業
権
放
棄
後
の
品
川
の
漁
業

「
漁
業
権
が
放
棄
さ
れ
た
昭
和
37
（
１
９
６
２
）
年
を
も
っ
て
、

品
川
の
漁
業
は
終
わ
っ
た
」
と
一
般
に
は
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
放
棄
さ
れ
た
の
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
漁
場

に
設
定
さ
れ
た
漁
業
権
で
あ
り
、
漁
業
す
る
権
利
で
は
な
か
っ
た
。

都
内
に
は
現
在
で
も
東
京
湾
内
に
６
つ
の
漁
協
が
あ
り
漁
業
が
行

わ
れ
て
い
る
。
品
川
区
内
で
は
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
４
月

現
在
、
６
軒
の
漁
業
者
が
漁
協
に
加
入
し
て
い
る
。
う
ち
３
軒
は

江
戸
時
代
以
来
の
漁
村
で
あ
る
南
品
川
猟
師
町
の
伝
統
を
引
き
継

ぐ
洲
崎
（
品
川
区
東
品
川
一
丁
目
の
一
部
。
改
修
以
前
の
目
黒
川

の
河
口
右
岸
の
砂
洲
と
な
っ
て
い
た
地
域
）
の
人
た
ち
で
あ
る
。

　

東
京
湾
、
東
京
の
海
で
漁
業
を
す
る
に
は
船
を
東
京
都
に
漁
船

漁
業
と
海
に
生
き
る
人
た
ち

と
し
て
登
録
す
る
。
漁
船
と
し
て
登
録
さ
れ
た
船
は
、
江
戸
川
河

口
か
ら
羽
田
沖
ま
で
の
間
、
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
所

（
江
戸
川
河
口
・
羽
田
沖
の
一
部
）
を
除
き
、
定
め
ら
れ
た
漁
法

（
底
引
き
網
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
）
で
あ
れ
ば
自
由
に
漁
業
が
で

き
る
。

　

ま
だ
東
京
湾
の
埋
め
立
て
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
羽
田
空
港
が
沖

合
に
移
転
す
る
前
の
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
50
年
代
前
半
に
か
け

て
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
ス
ズ
キ
、
秋
先
か
ら
11
月
に
か
け
て

ア
ナ
ゴ
が
と
れ
た
。

　

ス
ズ
キ
漁
は
船
外
機
を
付
け
た
小
型
の
船
、
い
わ
ゆ
る
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
を
使
い
、
比
較
的
陸
に
近
い
場
所
で
、
刺
し
網
で
行
わ

れ
た
。
一
方
ア
ナ
ゴ
漁
は
、
漁
船
を
使
い
羽
田
沖
ま
で
出
て
、
中

に
え
さ
を
入
れ
た
筒
状
の
仕
掛
け
を
使
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
漁

業
は
操
船
と
漁
を
す
る
二
人
一
組
で
行
わ
れ
、
２
つ
の
漁
と
も
夜

間
に
行
わ
れ
た
。

　

と
れ
た
魚
は
直
接
築
地
市
場
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
ス
ズ
キ
は
料

亭
で
出
さ
れ
る
高
級
魚
と
し
て
高
値
で
取
引
さ
れ
、
ア
ナ
ゴ
は

「
江
戸
前
の
穴
子
」
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
結
構
な
利
益
が
出
た
と

い
う
。

　
　

東
京
湾
の
漁
業
の
い
ま

　

東
京
湾
の
埋
め
立
て
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
羽
田
空
港
が
沖
合
に
移

転
し
た
現
在
、
東
京
湾
の
漁
業
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

絵はがき「品川湾の投網」（大正時代）

東品川の船宿（昭和32年）

岡田節男「品川浦とつり船」（昭和62年、〈しながわ百景〉より）

旧目黒川河口よりハゼ釣りに出航（昭和36年）
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を
得
る
生
活
の
実
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

縄
文
か
ら
弥
生
へ
―
―
生
業
の
変
化

　

目
黒
川
谷
の
左
岸
と
右
岸
に
み
ら
れ
る
縄
文
時
代
前
期
の

貝
塚
を
伴
う
集
落
跡
の
存
在
は
、
東
京
湾
が
谷
の
奥
深
く
ま

で
湾
入
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
左
岸
の
上
大
崎
貝

塚
（
上
大
崎
一
丁
目
）、
右
岸
の
居
木
橋
貝
塚
（
大
崎
二
〜

三
丁
目
、
南
品
川
三
丁
目
）
の
存
在
は
、
五
反
田
・
大
崎
あ

た
り
ま
で
東
京
湾
の
汀
線
が
入
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。　

　

上
大
崎
貝
塚
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
居
木
橋

貝
塚
に
つ
い
て
は
、
明
治
時
代
以
降
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

５
地
点
以
上
に
分
布
す
る
貝
塚
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
貝
塚
群
は
、
縄
文
時
代
の
前
期
の
中
頃
か
ら
後

半
に
か
け
て
形
成
さ
れ
、
ハ
イ
ガ
イ
、
オ
オ
ノ
ガ
イ
、
ハ
マ

グ
リ
、
ア
カ
ニ
シ
、
サ
ル
ボ
ウ
、
カ
ガ
ミ
ガ
イ
、
オ
キ
シ
ジ

ミ
、
ア
サ
リ
、
そ
し
て
カ
キ
の
類
の
ほ
か
、
地
点
に
よ
っ
て

は
陸
産
の
ヒ
ダ
リ
マ
キ
マ
イ
マ
イ
の
出
土
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
貝
種
に
よ
っ
て
、
遠
浅
の
砂
浜
海
岸
、
岩
礁
、
淡
水
の

注
ぐ
小
河
川
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
貝
塚
に
は
、
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
動
物
の
骨
も
含
ま
れ
て
お
り
、
当
時
の
食

生
活
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
鉢
な
ど
の
縄
文
土
器
と

石
製
の
石
器
、
硬
玉
と
土
製
の
耳
飾
も
出
土
し
て
い
る
。
と

く
に
硬
玉
製
の
玦
け
っ
ち
ょ
う状
耳
飾
の
出
土
は
、
品
川
区
に
お
け
る
前

期
貝
塚
の
出
土
品
と
し
て
注
目
さ
れ
、
品
川
区
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

中
期
の
遺
跡
は
、
前
期
の
貝
塚
を
伴
う
遺
跡
の
付
近
の
台

地
上
に
小
規
模
な
遺
跡
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。

　

後
期
に
な
る
と
、
目
黒
川
谷
の
右
岸
の
台
地
上
に
権
現
台

貝
塚
（
広
町
二
丁
目
）、
東
京
湾
に
直
面
す
る
低
台
地
上
に

小
規
模
な
仙
台
坂
貝
塚
（
東
大
井
四
丁
目
、
南
品
川
五
丁

目
）、
西
光
寺
貝
塚
（
大
井
四
丁
目
）
な
ど
が
認
め
ら
れ
る

が
、
と
く
に
、
東
京
湾
に
直
面
し
て
い
る
台
地
上
か
ら
斜
面

に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
大
森
貝
塚
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
貝
塚
を
伴
う
遺
跡
は
、
標
高
６
〜
８
ｍ
に
立
地
し
、

黒
川
谷
と
そ
の
支
谷
を
農
耕
地
と
し
て
利
用
し
て
い
た
集
落

遺
跡
で
、
右
岸
の
台
地
上
に
み
ら
れ
る
縄
文
時
代
前
期
の
貝

塚
を
伴
う
遺
跡
の
周
囲
に
も
弥
生
時
代
後
期
の
土
器
が
出
土

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
目
黒
川
谷
を
は
さ
ん
で
両
岸
の
台
地

上
に
営
農
集
落
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
立
会
川
谷
の
台
地
上
か
ら
、
石
包
丁
と
呼
ば
れ
る

穂
刈
り
の
石
製
農
具
が
出
土
し
、
付
近
に
弥
生
時
代
の
農
耕

集
落
跡
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

大
井
鹿
島
遺
跡
と
古
墳
時
代
の
集
落

　

古
墳
時
代
に
入
る
と
、
多
摩
川
流
域
に
前
方
後
円
墳
と
円

墳
群
が
認
め
ら
れ
、
豪
族
が
出
現
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

品
川
区
に
お
い
て
は
、
東
京
湾
に
直
面
す
る
台
地
上
に
大
井

古
墳
群
（
東
大
井
三
〜
五
丁
目
）
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。

多
摩
川
下
流
域
の
前
方
後
円
墳
は
、
古
墳
時
代
の
中
期
に
築

造
さ
れ
、
同
後
期
に
は
引
き
続
い
て
円
墳
群
が
築
造
さ
れ
て

い
る
。
大
井
古
墳
群
は
後
期
の
円
墳
群
で
あ
り
、
大
井
林
町

１
・
２
号
墳
、
仙
台
坂
１
・
２
号
墳
と
称
さ
れ
、
周
堀
お
よ

び
埴
輪
を
伴
う
例
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
台
地
の
斜
面
を
利
用
し
た
横
穴
墓
が
、
南
品
川

（
南
品
川
五
丁
目
）
と
大
井
金
子
山
（
西
大
井
四
丁
目
）
で

発
掘
さ
れ
、
古
墳
時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
奈
良
時
代
頃
に
か

け
て
存
在
し
て
い
た
。

　

古
墳
時
代
の
集
落
は
、
東
京
湾
に
面
す
る
台
地
上
に
大
井

鹿
島
遺
跡
（
大
井
六
・
七
丁
目
、
現
在
の
品
川
歴
史
館
と
そ

の
周
辺
）
に
お
い
て
調
査
さ
れ
て
い
る
。
古
墳
時
代
の
後
期

か
ら
奈
良
〜
平
安
時
代
に
か
け
て
の
集
落
で
、
同
じ
頃
の
集

玦状耳飾（居木橋貝塚出土）

大井鹿島遺跡第18号住居跡
発掘状態（上）と復元（左）

鹹か
ん

（
海
）
水
産
の
貝
類
が
多
く
出
土
し
、
当
時
に
お
け
る
集

落
の
選
地
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。

　

晩
期
の
遺
跡
は
、
大
森
貝
塚
の
台
地
上
に
認
め
ら
れ
る
が
、

貝
塚
を
伴
っ
て
い
な
い
。
生
業
の
変
化
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

稲
作
農
耕
を
基
調
と
し
た
鉄
製
品
を
有
す
る
弥
生
時
代
に

入
る
と
、
目
黒
川
谷
の
左
岸
の
台
地
上
に
大
規
模
な
集
落
が

営
ま
れ
て
い
る
。
弥
生
時
代
の
後
期
の
池
田
山
北
遺
跡
（
東

五
反
田
五
丁
目
）
は
、
同
じ
台
地
上
に
小
規
模
な
貝
塚
を
伴

う
縄
文
時
代
前
期
の
遺
跡
と
部
分
的
に
重
複
し
て
、
竪
穴
住

居
群
よ
り
な
る
大
規
模
な
営
農
集
落
が
展
開
し
て
い
た
。
目土製耳飾（大森貝塚出土）

大森貝塚の貝層（左）
貝層剥ぎ取り標本（右）

深鉢形土器（東京大学総合
研究博物館蔵、重要文化財）

  モースの土器スケッチ
（図版原図PLATEⅠ-5）

モースの土器スケッチ（図版原図PLATEⅡ－11） 浅鉢形土器



古紙配合率80％再生紙を使用しています

映像ディスク、データディスクの
2枚のDVDディスクつき！

区関連の各種資料を豊富に収録
〔主な内容の例〕

◎Excel ファイルで加工・分析が可能な統計集
　――昭和36（1961）年から平成25（2013）年まで、半世紀以上にわ
　たる各種統計を加工可能なExcel データで提供
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北品川の船だまり（下）

◉数時間分のまちの様子を、約2分に圧縮した「定点動画」

江戸里神楽（上）、太太神楽（下２点）

映像ディスク
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